
 

 

 

 

 

 

 

２ ０ １ ９年度は ２ ８ カ所で実施し ま し た 
～  新型コロナウイルスで 1 ヶ所が中止に  ～ 

 

２０１９年度の私たちの演奏活動の計画は２９か所。被災地の岩手県大船渡市や横浜市などほ

ぼ順調に活動してまいりました。 

しかし新型コロナウイルス問題で国が３月２日から臨時休校を要請したことから残念ながら３

月２日に予定していた千葉県立野田特別支援学校での私たちの活動は中止となりました。 

 

＜コロナウイルスで中止の活動、演奏家がボランティアで・・・＞ 

中止になったことで支援学校の担当の先生のあまりに落胆した様子に、出演予定だったピアノ

の塩入俊哉さんがそれならば、と前倒しで臨時休校が始まる前の２月２８日に個人的なボランテ

ィアということで演奏を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜2020年度総会のお知らせ＞ 

   ５月 23日（土）15時から   「ムジク・ビアフォーヌ」（井の頭線 駒場東大前駅） 

   総会後ミニコンサートがあります。    チェロ 辻本玲さん   ピアノ 犬伏啓太さん 

         ＮＰＯ法人 子どもに音楽を 
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最近の演奏にＩＴ化の波…楽譜はタブレット 

                      最近、私たちの演奏活動で見かけるようになったのが紙の

楽譜の代わりにタブレット端末を使う演奏家です。タブレッ

トだと多くの楽譜を持ち歩く必要もなく、譜めくりも自分で

でき更に書き込みも自由という便利さがあるようです。 

 

 

 

 

タブレットを使う辻本さんは「楽譜が紙ですと                          

かさばり整理するのに一苦労。移動も身軽 

ですぐに弾きたい曲を捜しだせるし便利で重 

宝しています」 

ただ、こんな失敗談も・・・・  相手は 

機械なので不具合があると一度にたくさんの 

ページをめくってしまったり、めくることが 

できなかったり、というアクシデントもあっ 

たということです。 
 

タブレットを見ながら演奏する辻本さん 


